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●二次電解着色仕上げのアルミ形材は、見る角度及び光の当たり具合等により若干の濃・淡差があるように
見える特性があります。

●工場では、濃・淡差確認を行い製品を出荷しています。

●施工時においても、施工前に使用量を一旦床又は壁に並べて必ず濃・淡差の確認をしてください。

●もし濃・淡差が確認された場合、その製品同士を並べたり、組合せたりしての設置は避けてください。

●念の為、施工後も濃・淡差確認を外部から行ってください。

●製品は、運搬状のキズ対策と現場での濃・淡差確認の為、透明ビニール袋梱包としています。

参考：役物溶接品（A）と定尺規格製品（B）との色調差について
　　　一、 製造時の加熱温度が違う。
　　　二、 二次電解着色時の電解浴槽が違う。
　　　以上の製造条件の違いにより、（A）と（B）の組合せは色調差現象が生じる場合があります。

施工前の点検及び注意事項
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